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この調査では，特に，冬型気圧配置下の室堂におけ

る降水中の成分濃度や組成に関する情報上空の大気

中の物質に関する情報の手がかりとなりそうな雲粒中

の成分濃度や組成に関する情報を得ることを目的とし

て，室堂での降雪，積雪，雲粒の採取の他，室堂と黒

部湖間の成分濃度や組成の違いを調べるための試料を

採取し，分析を行った。

短報

高山域における冬型気圧配置時の降水の

化学成分濃度と組成＊

朴木英治

富山市科学文化センター

調査地点および調査方法

室堂での新雪の調査は2000年11月18日～19日にかけ

て，黒部平，黒部湖畔での新雪調査は11月19日に行っ

た。新雪の採取にはアクリルパイプを利用した。また，

雲粒に溶存する成分組成を知るため，ポールに生成し

たエビのしっぽ（過冷却された雲粒が物にあたって凍

結し成長したもの）を採取した。さらに，雲粒を含ん

だ風を金網に当て，過冷却されている雲粒を金網上に

凍結させて，雲粒を直接採取した。
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はじめに

標高2,450mの立山室堂は，北西季節風が吹く冬季

には富山県平野部の風下に位置するため，中国大陸起

源の酸性物質の他，富山県平野部に起源を持つ酸性物

質の輸送も考えられる。また，夏季には平野部から吹

き込む海風が汚染物質を輸送する可能性も考えられる。

さらに室堂は，通常の雨雲や雪雲の雲底よりも高い位

置にあるため，高度2000mあたりに形成される逆転層

よりも上空を通過する大気中の物質の情報も得られる

可能性がある。

室堂における観測例としては，積雪中の成分に関す

るもの'”と夏季の降水成分3)に関するものがある。

調査日の気象

調査日の11月18日の気象は特異で，地上付近は雲り

で風は弱く，上空に雲がかかった状態であった。標高

1000mの美女平でも同様で，雲りで降水はなく風も弱

い状態であった。しかし，室堂は完全に上空の雲の中

にあって視程が悪く，強い西風が吹き，降雪があった。

定期バスでの移動中の観察では，降雪は上の子平から

弘法（1,450m～1600m）あたりから降りはじめ，標

高があがるにつれて積雪深は大きくなった。強い西風

が吹いていた領域は標高2200mの天狗平から上部のみ

と考えられた。

なお，室堂の降雪は18日の夜までで，19日の日中は

快晴であった。37.20'

37.10ノ

結果および考察

試料の分析結果を表1に示す。

得られた試料のうち，11月18日と19日に採取したエ

ビのしっぽのイオン成分濃度は非常に高く，金網を

使って採取した雲粒の濃度よりも10～20倍程度も高かっ

た。金網によって採取した雲粒試料中の化学成分濃度

は低く，新雪試料の値に近かったため，目的どおりに

雲粒を採取したのかどうかは疑わしかった。

新雪試料の化学組成で特徴的な点は，NOざ/(NOr

十nssSO42-)比が01以下の非常に低い値のものが多く，

室堂で2001年8月から10月にかけて行った酸性雨観測
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朴木英治

で得られた値（0.16)2）よりも小さく，風向などの気

象的な点から考えて中国大陸から長距離輸送されてき

た酸性物質のみが寄与していた可能性が考えられた。

しかし，エビのしっぽのNO3~/(NO3~+nssSOl2~）比

の値は0｣4～020と雪の試料と比べて高く，NH4非／

(NH‘+＋nssCa2+)比の値も雪試料よりも高かった点の

理由は現在のところ不明である（表1）。

室堂では，近くの地獄谷から硫化水素や亜硫酸ガス

が噴出しているため，試料を採取する場所によって地

獄谷起源の亜硫酸ガスや硫化水素の影響があるのでは

と考えられたが，積雪のNO3~/(NO3‐＋nssSO42~)比

の値は地獄谷の風下側の試料も，地獄谷の影響を受け

にくい場所で採取した試料も比較的似ており，また，

11月18日に採取したエビのしっぽでは地獄谷の風下側

で採取したものは他の場所で取したものよりもNO3‐

/(NO3-＋nssSO42-)比の値が若干低かったが，問題と

なるほどの違いがなく，今回の試料では地獄谷起源の

148

硫化水素や亜硫酸ガスの影響はなかったと考えられた。

また，室堂の新雪試料と，黒部平，黒部湖の新雪試

料との比較では，溶存するイオン成分濃度や化学組成

に大きな違いは見られなかった。
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